　イオン（ion）登場
　　年　　組　　番　氏名　　　　　　　　　　　　.

食塩水に電気が通る様子を調べよう
食塩の原子（NaとCl）の構造を復習しよう
◎原子は，中心に原子核，外側に（　　　　　　　）を持っていることが前のプリントで分かった。

◎原子がもつ電子の数はHe（２個），Ne(２＋８個）の時に安定する。（現実にこの２つの原子は反応しにくい。）

◎これは，原子から電子の「出っ張り」や「へこみ」がないようになった状態である。
◎電子はある程度動けるので，安定するかたちになろうとすることができそうである。

	原子
	もともとの状態
	電子の出っ張りやへこみがない状態

	Na
	

	


	Cl
	

	



◎水に溶けたときに，電気を通すということは、水に溶けた食塩（NaとCl）に（　　　　）があるはず。

◎Naの一番外側に出っ張った電子は動きやすそうだ。Clの一番外側のコースは，空席が（　　　　）カ所ある。
　→（　　　　　　）の電子が動いて，（　　　　　　）に乗っかって動いている　　と考えると電気（電子）が流れる。
☆原子が，電子の出っ張りやへこみがない電子をやりとりして，±０でない電気をもつと（　　　　　　　　　　）と呼ばれる。
（ギリシャ語で「行く」という意味）

とくに，
＋の電気をもつと（　　　　　　　　　　　　）　（cation）
－の電気をもつと（　　　　　　　　　　　　）　（anion）　　　と呼ばれる。
☆Na　　　→電子1個あげる→　　（　　　　　　）　　，　Cl　　　→電子1個もらう→　　　（　　　　　　）
◎「マイナスイオン」という言葉

日本では，1922年にある医学書の中で、空気中の陰イオン（英語でaero-anion）を指して「空気マイナスイオン」という訳語が使われた。これは滝などのそばで見られる，小さい水滴が「静電気」を帯びたものである。
2003年になると、景品表示法が改正され商品の表示に対して，根拠が要求されるようになった。マイナスイオンを宣伝する家電のパンフレットから効果効能の記述を削除したり、販売自体が中止された商品も多く出た。現在，空気中の水蒸気を水滴にして，静電気を帯びさせる商品が開発されている。
イオンの仲間たち
	陽イオン
	記号
	陰イオン
	記号

	ナトリウムイオン
	
	塩化物イオン
	

	水素イオン
	
	水酸化物イオン
	

	カルシウムイオン
	
	硫化物イオン
	

	銅イオン
	
	硫酸イオン
	


※陽イオンは○○イオン，陰イオンは○○化物イオンという名前で呼ばれることが多い。
食塩が水に溶けている様子をさらにくわしく書こう

◎習った記号で表現しよう


水に溶けた食塩の粒（原子）は出っ張りやへこみがない（　　　　　　　　）になっている。

食塩を流れる電流は（　　　　　　　）から電子をもらい，（　　　　　　　　　）が運んでいた。



























